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表紙写真の説明

KEKB クラブ空洞（高エネ
ルギー加速器研究機構提供）

KEK の B-factory(KEKB)
リングに設置された超伝導ク
ラブ空洞（電子リング用）．
2007 年 1 月に電子リング，
陽電子リングにそれぞれ一台
ずつ設置された．2 月からク
ラブ空洞を用いたビーム運転
を行い，クラブ交差による衝
突実験に世界で初めて成功し
た．引き続き行われた精力的
な衝突調整によりクラブ空洞
導入によるルミノシティーア
ップの可能性が示された．
KEKB のさらなる性能向上
が期待される．
左上クラブ交差衝突と有限
角交差衝突．電子・陽電子
ビームのバンチ（粒子のかた
まり）を水平面内で傾斜させ
ることにより各バンチが実質
的に正面衝突し，より高いル
ミノシティーが得られる．
右上クラブ空洞の内部構
造．空洞は液体ヘリウムで冷
却された超伝導空洞である．
1992 年から開発が開始さ
れ，多くの革新的技術が取り
入れられている．
左下クラブ交差衝突時（赤
点）と有限角（22 mrad）交
差衝突時（青点）のスペシフ
ィックルミノシティー（バン
チ電流の積当たりのルミノシ
ティー）．クラブ空洞の効果
が，特に低いバンチ電流時に
はっきり見える．

詳しくは本号に掲載されて
いる記事を参照されたい．

末次祐介
(高エネルギー加速器研究機構)
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